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※ １１月のレセプト提出日は ７日（水）です。 

  返戻を含む紙レセプト、猶予期間のフロッピーの提出はこの日にお願いします。 

 

オンライン請求後も、処方せん受付枚数・広域医療機関受付枚数の報告は継続してお願いして

おります。ＦＡＸでもよいのでよろしくお願いいたします。 

 

※ 今年度の『健康展』は１２月９日（日）です。 

  ご協力をお願いします。後日改めてお知らせいたします。 

 

※ 豊島薬業協同組合の広報をご覧ください 

当広報と同時に配布されている、豊島区薬業協同組合の広報に、団体加入の保険のお知らせを

掲載しました。ＤＭなどについてお知らせがありますので、そちらをご覧になってください。 

 

都薬関連およびその他の重要な連絡事項など 

１）臨床薬学講座「薬剤師に必要なフィジカルアセスメントの知識」開催のお知らせ 

     日 時：平成２４年１２月２日（日）  １３：００～１７：３５ 

     場 所：東京都薬剤師会館 ３階 

     内 容：フィジカルアセスメント、血圧、聴診器 等 

     受講料：会員 ￥４０００ 

     ※詳しくは別紙をご覧ください 

 

２）東京都薬剤師会「かかりつけ薬局研修会」開催のお知らせ 

     日 時：１１月２５日（日） １３：３０～１６：５５ 

     場 所：日比谷公会堂 

      （同日、同場所にて高度管理医療機器等営業管理者継続研修会が行われます。そちら

とは別で、単独で受講可能です。） 

     内 容：①なぜ医療者は患者を怒らせてしまうのか 

             ②脱法ハーブ 

     受講料：無料 

     ※都薬会員証を必ずお持ちください。 

 



３）【再掲】麻薬取り扱い薬局へご連絡 

     麻薬年間届  提出期間 １０月１日～１１月３０日 

     お忘れないようお願いします。 

 

 

４）東京都薬剤師会「登録販売者継続研修会」開催のお知らせ 

     会員薬局に勤務する登録販売者向けに研修会を開催いたします。 

     本年４月より薬局開設者、店舗販売業者は、勤務するすべての登録販売者に１２時間以

上の外部研修を受講させるよう求められています。 

     期間：１１月２４日（土）、１２月２２日（土）、１月６日（日）各日２時間ずつ２部 

     ※詳しい資料は豊島区薬剤師会事務局までご請求ください。 

 

 

５）【再掲】「薬事衛生自主点検」にご協力ください 

     １０月～１１月に例年通り自主点検を行います。点検票の記入、自治指導員の巡回指導

にご協力ください。 

 

 

６）ポスターを配布します。掲示をお願いします。 

     下記ポスターを配布いたしますので、掲示をお願いします。 

       ○東京都エイズ予防月間（チラシもあり配布願います） 

 

 

７）ＯＴＣ医薬品情報  

   ① イブプロフェンが第２類から指定第２類に変更となりました。 

     平成２５年９月３日までは経過措置で今までの表示で構いません。 

     シールなどでの表示でもＯＫです。 

   ② バイシン、アネトン等ジョンソン＆ジョンソン製品（旧ファイザー製品）が武田薬品工

業に販売移管します（製造はＪ＆Ｊのまま）。バーコード変更等にご注意ください。 

   ③ アレグラのＯＴＣが発売されます。効能はアレルギー性鼻炎のみ、販売は久光 

 

 

８）「薬局・薬剤師の『年間カレンダー』」 

      取り組みの内容を別紙添付します。ポスターなどのツールは日薬ホームページからの

ダウンロードとなります。 

      今年度の年間活動計画 

～保健、公衆衛生分野を中心とした「かかりつけ薬局」としての 

機能充実のための年間活動計画～ 

 

 

 



１１）【再掲】都薬ホームページ上でのｅ‐ラーニング講座の試聴期間延長について 

       東京都薬剤師会では会員の学習を支援する方法のひとつとして、インターネットに

よる研修を考慮中です。数年前より試験的に、『ｅ‐ラーニング』を運用しておりま

す。ご視聴いただいて、アクセス数の動向の分析や、ご意見により、今後の都薬生

涯学習システムの参考にさせていただきたい次第です。 

この７月に終了予定でありましたが、更なる普及啓発が必要として、視聴期間をさ

らに１年間延長することといたしました。 

内容：都薬生涯学習特別委員会と協力くださるNPO法人医療教育研究所（IME）が協議

の上、１年間２４講座を提供   （２週間毎に１講座：３０分） 

協力：特定非営利法人 医療教育研究所（ＩＭＥ） 

方法：東京都薬剤師会ホームページの会員ページからログインする 

   インターネットによるｅ‐ラーニング 

期間：平成２４年８月１日（月）より１年間（予定） 

費用：無料 

  ※試験運用のため認定シールや修了証の発行はありません 

 

 

 

保険部より 

 

１）千代田区 高校生等医療費助成について 

     千代田区では、高校生相当の年齢の方に医療費助成を行っております。 

１０月１日より、窓口での現物給付を千代田区内の医療機関のみ始めたところです。現

在、千代田区内の医療機関（薬局含）のみの扱いであるのでご注意ください。 

法別番号は８８１３６０１５  （８８で始まるのでご注意ください） 

     公費番号が記載されていても、豊島区の薬局で受けた場合、償還払いですので、３割負

担分を徴収し、忘れずに領収証の発行をお願いいたします。 

 

 

２）保険者側のジェネリック医薬品変更促進の取り組み拡大 

     協会けんぽ、後期高齢者医療広域連合でもジェネリックへの変更促進のための通知を、

被保険者に出すようです。問い合わせが増加すると思われます、適切に対応お願いいた

します。 

 

 

３）被保険者証の性別表記について 

     性同一性障害等の理由により、性別を表記することに嫌悪感をいだいている方などに配

慮し、性別表記欄ではなく裏面や備考欄に、性別記載場所を変更することができるよう

になりました。保険者が理由などを判断し、行いますので、それぞれの保険者により記

載方法がまちまちとなると思われますのでご注意ください。尚、表記がなくなるわけで

はありません。また、戸籍どおりの性別であることには変わりありません。 

 



４）東日本大震災被災者の一部負担金免除証明書の扱いについて 

～１０月１日から変わりました～ 

 

一部の被災地（福島第一原発関連他一部）では免除を期限延長しております。 

１０月１日以降は、保険の種別にかかわらず、新しく公布された証明書のみ有効となり

ます。 

詳しくは別紙をご覧ください 

 

 

５）東京都公費 法別番号５１、８２ の更新について 

上記公費が１０月１日より更新されております。継続されているか確認をよろしくお願

いいたします。（別紙参照） 

 

６）【再掲】保険に関する情報は「豊島区薬剤師会保険部グループページ」をご覧下さい 

     既に参加されている方もいらっしゃいますが、豊島区薬剤師会では保険関係の情報を細かく

伝達するために、専用のページを設けております。 

     まず、豊島区薬剤師会ホームページの会員専用ページに入っていただき、「保険部ページへの

参加のお願い」をご覧になり、それに従って登録ください。 

 

豊島区薬剤師会からの連絡事項 

 

１）豊島区薬剤師会ホームページをぜひご覧下さい 

     ホームページの内容が充実してきました。今後もより良いページを作りたいと思います。 

（ FAXや配布物などはいままで通りです。 ） 

ホームページアドレス   http://www.toyoyaku.jp/ 

        会員専用ページに入るには、パスワード「 t o s h i m a 」を使ってください。 

 

学術部より 

１） 豊島区薬剤師会学術勉強会のお知らせ 

     １１月の勉強会は 

     日時：平成２４年１１月１５日（木）   １９：４５～２１：３０ 

     場所：アットビジネスセンター 

     内容：《製品紹介》「レザルタス配合錠」 

        《講 演》「循環器疾患治療におけるＲＡＡＳの重要性」 

           講師 日本大学医学部 外科系 心臓血管・呼吸器・総合外科学分野 

                      講師  瀬在 明 先生 

 ☆今回の勉強会は薬剤師研修センターの認定単位となります。 

 



薬学生実務実習関係 

 

１）【再掲】東京都薬剤師会‘学生向け’「とやく携帯メルマガ」配信のお知らせ 

 

     東京都薬剤師会では、薬学生が、卒業後「東京都薬剤師会に入会しよう」という動機づけと

なることを期待して、携帯電話によるメールマガジンの配信を開始します。実務実習受入薬

局には案内ポスターを配布いたしますので、薬学生への案内をお願いいたします。なお、学

生対象ですが、会員への配信も可能です。 

 

 

池袋あうる薬局より 

１１月の輪番は以下の通りとなっております。出動よろしくお願いいたします。 

お願い ～輪番に入る７日前までに、出動する方の氏名をあうる薬局まで連絡してください。 

 

１１月  日 勤 ９：００ ～ １６：３０ 準 夜 １６：００ ～ ２２：００ 

３日（土） あうる薬局 大澤第一薬局 こまごめ薬局 くりさき薬局 

４日（日） ﾒｲﾌﾟﾙ薬局西池袋 北池薬局 佐藤薬局 北池薬局 

１０日（土）   平和通り保健薬局 佐藤薬局 

１１日（日） うずらやま薬局 こまごめ薬局 こまごめ薬局 佐藤薬局 

１７日（土）   北池薬局 くりさき薬局 

１８日（日） ﾒｲﾌﾟﾙ薬局西池袋 くりさき薬局 こまごめ薬局 佐藤薬局 

２３日（金） 雄飛堂薬局ﾄｷﾜ通り 北池薬局 佐藤薬局 北池薬局 

２４日（土）   佐藤薬局 駒込中央薬局 

２５日（日） うずらやま薬局 駒込中央薬局 まえだ薬局 駒込中央薬局 

 

 

長崎地区休日輪番薬局 

 

１１月  

３日（土） ホサカ薬局 

４日（日） エンゼル薬局 

１１日（日） ほてい薬局 

１８日（日） カテイ堂薬局 

２３日（金） ホサカ薬局 

２５日（日） チチブ薬局二丁目店 

 



理事会報告 

平成２４年１０月１６日（火） 午後８時より豊島薬業会館1階会議室にて理事会が開催されました。 

 

出席者：大澤会長 遠藤副会長 佐野副会長 江村副会長 佐藤常務理事 斉藤常務理事  

田崎常務理事 黒須常務理事 石塚常務理事 栗崎常務理事 森理事 毛塚理事 元谷理事  

林理事 小林理事 伊原理事 

                       小杉監事 田中監事           

記録係   高石 佐久間 

 

○前月分理事会議事録承認 

 

○報告事項 

1、支部長会報告 

  2、学術部報告 

  3、「池袋あうる薬局運営委員会」報告 

  4、保険部報告 

5、公益法人関連 

6、ゲートキーパー研修会 

7、在宅医療コーディネーター研修報告 

8、レクリエーション報告 

9、薬薬連携報告 

10､健康展報告 

11､予算要望報告 

12､長崎休日報告 

 

○審議事項 

1、公益法人について 

     申請書を最終確認し承認された 

2、会員外薬局とあうる薬局の医薬品の貸借について 

     会員外には行わないことに決定された 

3、協議会等の派遣者について 

     10月26日感染症協議会、 

11月18日実務実習受け入れに関するアドバンストワークショップ、 

12月1日帝京大薬学部ＯＳＣＥ評価者講習および試験当日 

それぞれ決定した。 

 

○協議事項 

1、無し 

 

 

管理センター報告 

管理センター売上及び仕入 

   平成２４年９月売上金額   ￥5,190,526－ 

   平成２４年９月仕入金額   ￥5,135,856－ 

 



会員数報告 

Ａ会員    １０９名 

    Ｂ会員      ２８名 

       合計     １３７名 

 

保険部報告 

広域病院処方せん受付状況報告 

 

 

 

 

 

池袋あうる薬局処方せん受付状況報告 

  ９月  休日夜間  ２６６枚 

      その他   ５２９枚 

 

 

学術トピックス 

『がん細胞の種類を画像から自動分類』 

東京理科大学の松永教授らは、Ｘ線や磁気共鳴断層撮影装置（ＭＲＩ）の画像からがん細胞の種類な

どを自動で分類するソフトウエア「カルタ」を開発した。分類対象の細胞のサンプルを提示すれば、色

や形状などのパラメーターを自動解析し、判別ができるようになる。現在は専門家の目視で行われてい

る画像診断を効率化し、医療現場の負担を軽減する。また、基礎研究分野での応用も期待できる。 

東京大学、国立がん研究センターとの共同研究成果で２－３年後の実用化を目指す。成果は英科学誌

ネイチャー電子版に掲載された。 

細胞の種類を自動で見分けるソフトはすでに存在するが、分類するためのパラメーターを一つひとつ

指定しなければならなかった。今回のソフトは自動で学習する特徴を持つ。松永教授は「人間の感性の

部分も肩代わりするという点で新しいソフト」としている。 

同ソフトを使った実験で、目視で見分けるのが困難な２種類のがん細胞のＭＲＩ画像を高精度に分類

できた。さらに細胞の生死を判定する実験では、判定時間を目視の1/2に、判定精度も上回った。 

 日刊工業 H24.9.29 

 

 

 

 

 

 

９月 都立大塚 都立豊島 長寿医療センター 

 件数 枚数 件数 枚数 件数 枚数 

 1603 1717 65 74 65 75 



豊島区薬剤師会の活動（９月） 

 

９／ １ 都薬 支部長会 

／ ３ 豊島区口腔保健条例検討会議 

／ ６ 豊島区薬剤師会 臨時総会 

／ ７ レセプト提出 

／ １１ 豊島区防災会議 

／ １２ 豊島区・板橋区薬剤師会 合同学術講演会 

／ １３ 池袋あうる薬局運営委員会 

／ １７ 豊島区公害診療報酬審査会 

／ １８ 豊島区薬剤師会 理事会 

／ １９ 池袋あうる薬局 薬剤師面接 

／ ２０ 豊島区薬剤師会 学術勉強会 

／ ２２ 公益法人移行会議 

／ ２７ 豊島区薬剤師会 地区研修会 

／ ２８ 豊島区薬剤師会 班長会 

／ ３０ 豊島区薬剤師会 レクリエーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



管理センター取り扱いリスト追補 
＊ 新規取り扱い（過去に中止または停止したものの再開、リスト作成時に漏れたものも含む） 

 製品名 小分単位 備考 

内 アプテシンカプセル１５０ｍｇ ｶﾌﾟｾﾙ  

内 アロチノロール塩酸塩錠１０ｍｇ 錠 アルマール名称変更 

内 ジプレキサザイディス５ｍｇ 錠  

内 シングレア５ｍｇ 錠 普通錠 

内 スルピリド錠５０ｍｇ「アメル」 錠 ﾄﾞｸﾞﾏﾁｰﾙのｼﾞｪﾈﾘｯｸ 

内 ゾルピデム酒石酸塩錠５ｍｇ「ケミファ」 錠 ﾏｲｽﾘｰのｼﾞｪﾈﾘｯｸ 

内 フェブリク錠１０ｍｇ 錠  

内 プラバスタチンＮａ錠１０ｍｇ「サワイ」 錠 ﾒﾊﾞﾛﾁﾝのｼﾞｪﾈﾘｯｸ 

内 モディオダール錠１００ｍｇ 錠 流通管理品目 

内 リスパダールＯＤ錠０．５ｍｇ 錠  

内 リボール錠１００ｍｇ 錠 ｻﾞｲﾛﾘｯｸのｼﾞｪﾈﾘｯｸ 

外 リバスタッチパッチ４．５ｍｇ 枚  

※「流通管理品目」～薬局が医薬品の供給を受ける際、事前に製薬ﾒｰｶｰより情報提供を受ける必要

のある医薬品のこと。情報提供を受けられていない薬局様には、ﾒｰｶｰの情報提供後の小分けとな

りますので、お時間をいただくことになりますので、ご注意ください。 

 現在、あうる薬局には以下の３品の流通管理品目を在庫しております。 

 チガソン１０ｍｇ、リウマトレックス２ｍｇ、モディオダール１００ｍｇ 

 

＊取り扱い中止 

 製品名 

内 Ｓ・アドクノン錠３０ｍｇ 

内 ツムラ１２４川芎茶調散 

内 ドメナン２００ｍｇ 

内 ニコランジス５ｍｇ 

内 バスタレルＦ３ｍｇ 

内 パントシン３０ｍｇ 

内 プロペシア１ｍｇ 

内 ミノマイシンカプセル５０ｍｇ 

内 リスパダール内用液２ｍｇ 

内 リピディルカプセル６７ｍｇ 

外 ベトプティック点眼液０．５％ 

 

＊ 管理センターへの注文時および納品時に関するお願い    

管理センターの業務の円滑化のために下記の事項を守って下さるようお願いします。 

   ≪注文時のお願い≫ 

① 注文は専用の用紙を使用してください。 

    （お手元に無い場合は事務局まで連絡を頂ければFAXまたはメールにて送ります。 

     また、豊島区薬剤師会ホームページからのダウンロードも可能になりました。） 

② 一枚での注文は10医薬品までとし、欄外への記載はしないでください。 

    （欄外への記載は読み間違いを起こす要因になります） 

③ 一度使用した用紙を使用しての注文はしないでください。 

    （消し忘れによる注文の重複が起きたり、読み間違いの要因になります） 



   ≪納品時のお願い≫  

   ①注文品の受け取り時には、すみやかに検品を行うようお願いします。 

（「センター出庫品の返品・交換は、受取日（＝納品日）の翌開局日まで。」 

となっております。） 

  以前からお願いしている事項ですので、お守り頂けない場合は改めて注文して頂くか出庫を 

見送らせて頂きます。 

管理センターの円滑な作業と間違い防止のため、ご理解ご協力のほどお願い致します。 

                            （管理センター所長 石塚 彰彦） 

＊ 管理センターの取り扱い品リストをご希望の方は豊島区薬剤師会事務局までお申込ください。 

（電子媒体の分は最新更新版をお渡しできます。） 

Eメールの添付ファイルは無料。フロッピーディスク、紙のコピーは500円です。 

  尚、豊島区薬剤師会ホームページの会員ページから取り出すことも可能です。 

  ホームページへの入り方は「豊島区薬剤師会からの連絡事項」の当該項目にございます。 

 

＊ 管理センターでは、会員様の要望の多いものにつきまして、取り扱いを検討し、採用するか否

かを決定する資料として使用します。つきましては下の要望書に記入し、毎月のレセプト提出

時に事務局に提出してください。集計管理上、１枚１品目とし、複数の場合はコピーしてお使

いください。 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・（きりとり）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

医薬品管理センター取り扱い要望書 

                            平成  年  月  日 

 

           薬局名                              印  

 

     以下の製品の取り扱いを要望します 

 

製品名                                  規格 

                                                


